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確実度Ⅱ

凡　　　 例
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水上断層周辺の地質断面図

水上断層周辺の地質断面図
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水上断層周辺の空中写真（１）

Ｎ
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水上断層周辺の空中写真（２）

Ｎ

24



MⅡ LⅢ

MⅡ

MⅡ

LⅢ

A

A

ＭⅡ面（MIS5c）

ＬⅢ面

段丘区分

LⅢLⅢ

MⅡMⅡ

リニアメント

ランク

凡　例

LA LB LC LD

短線は低い側を，矢印の方向は横ずれの方向を示す。

段丘面上の急傾斜部
矢印の方向は傾斜方向を示す。

この地図は，国土地理院発行の2万5千分の１地形図
（柏崎:2003年，柿崎:1976年，越後野田:1976年発
行）を使用したものである。

凡　例

Ａ   面

地すべり

AA

「［新編］日本の活断層」（1991）

確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

1：25,000
5 0 0 ｍ 0 5 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0

ＮＮ

上米山断層周辺の空中写真判読図

・山地と凹地との境界付近の崖，鞍部等がＬＣリニアメント及びＬＤリニアメントとして判読される。
・判読されたリニメントの延長部に，リニアメントは判読されない。

上米山断層周辺の空中写真判読結果

上米山断層南西端

上米山断層北東端
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凡　例
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この地図は，国土地理院発行の2万5千分の１地形図
（柏崎:2003年，柿崎:1976年，越後野田:1976年発
行）を使用したものである。

凡　　　 例
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地質断面線
A A’

「［新編］日本の活断層」（1991）

確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

1：25,000
5 0 0 ｍ 0 5 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0

ＮＮ

上米山断層周辺の地質図

上米山断層周辺の地質図

上米山断層南西端

上米山断層北東端
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凡　　　 例
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上米山断層周辺の地質断面図

上米山断層周辺の地質断面図
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上米山断層東端付近の空中写真
（国土地理院：CB-65-4Y-1　C4A-3，4，5)

上米山断層周辺の空中写真 （１）

Ｎ
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上米山断層南西端付近の空中写真
（国土地理院：CB-65-4Y-3　C5-3，4，5)

上米山断層周辺の空中写真 （２）

Ｎ
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Ｈ-  面

段丘区分
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LⅡLⅡ ＬⅡ面（MIS3 ～ MIS2）

ＬⅠ面（MIS5a ～ MIS4）

Ｈ面群 （MIS7
　　　　　  あるいはそれ以前の高海面期）

リニアメント

ランク

凡　例

LA LB LC LD

短線は低い側を，矢印の方向は横ずれの方向を示す。

段丘面上の急傾斜部
矢印の方向は傾斜方向を示す。

この地図は，国土地理院発行の2万5千分の１地形図
（柿崎:1976年，越後野田:1976年，原之町:1976年，
石黒:1976年発行）を使用したものである。

凡　例

「［新編］日本の活断層」（1991）

確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

1：25,000
5 0 0 ｍ 0 5 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0

ＮＮ

雁海断層周辺の空中写真判読図

・丘陵内及び山地と丘陵の境界付近に崖，鞍部，小谷の配列がＬＣリニアメント及びＬＤリニアメントとして判読される。
・判読されたリニメントの延長部に，リニアメントは判読されない。

雁海断層周辺の空中写真判読結果

雁海断層南東端

雁海断層北西端
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凡　例

LA LB LC LD

短線は低い側を，矢印の方向は横ずれの方向を示す。

この地図は，国土地理院発行の2万5千分の１地形図
（柿崎:1976年，越後野田:1976年，原之町:1976年，
石黒:1976年発行）を使用したものである。

凡　　　 例
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米山火山岩類

5555
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「［新編］日本の活断層」（1991）

確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

1：25,000
5 0 0 ｍ 0 5 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0

ＮＮ

雁海断層周辺の地質図

雁海断層周辺の地質図

雁海断層南東端

雁海断層北西端
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凡　　　 例
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雁海断層周辺の空中写真（１）

Ｎ
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雁海断層周辺の空中写真（２）

Ｎ
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指摘時期

　Ｈ２７／４／１０審査会合

コ	
 メ	
 ン	
 ト

侵食地形と評価したリニアメントの詳細説明をすること。

侵食地形と判断したリニアメントに関するコメント回答
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リニアメント

凡　例 ランク

ＬＡ

ＬＢ

ＬＣ

ＬＤ

中央油帯背斜軸部のリニアメント中央油帯背斜軸部のリニアメント

鯖石川向斜部のリニアメント鯖石川向斜部のリニアメント

逆谷断層逆谷断層

侵食地形として判断されるリニアメント
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（　は確認地点）

露頭位置

凡　　　 例
ＬⅠ面堆積物

ＭⅡ面堆積物

ＭⅠ面堆積物

Ｈ  面堆積物

脇野町層など(礫・砂・泥互層）

魚沼層(礫・砂・泥互層）

和南津層(砂岩）

灰爪層(砂質泥岩）

西山層(塊状泥岩）

椎谷層(砂岩優勢砂岩・泥岩互層）

椎谷層(泥岩優勢砂岩・泥岩互層）

寺泊層(黒色泥岩）

背斜軸

向斜軸

断面線
1 1’

短線は低い側を，矢印の方向は横ずれの方向を示す。

段丘面上の急傾斜部
矢印の方向は傾斜方向を示す。

Pk(SK020)テフラ

Zr(SK030)テフラ

Iz(SK100)テフラ

SK110 テフラ

FuP テフラ

TsP テフラ

Zn テフラ

Km テフラ

リニアメント

ランク

凡　例

LA LB LC LD

LⅠ

MⅡ

MⅠ

h

Wk

U

W

H

N

S

Sm

T

a

01 0 0 0 ｍ 1 0 0 0 2 0 0 0 3 0 0 0

Ｎ

200

100

    0

200

100

    0

標高(m)

200

300

100

    0

標高(m)

200

300

100

    0

標高(m)

標高(m)

0 500m

H:V=1:2.5

0 500m

H:V=1:2.5

A - A’

B - B’

凡　例

砂岩
砂質泥岩｝灰爪層

露頭位置

層理面のみかけの傾斜

凡　例

砂岩
砂岩・泥岩互層
砂質泥岩
塊状泥岩

｝ 灰爪層

｝西山層

　リニアメントの位置は，北西側の灰爪
層砂質泥岩と南東側の灰爪層砂岩と
の境界に対応しているが，同境界（写
真の→）に断層は認められない。

Loc. a

Loc. b

LC

LC

露頭位置

層理面のみかけの傾斜

NW← →SE

NW← →SE

Loc. a

Loc. b
　リニアメントの位置は，北西側の西山層塊状泥岩と南東側の灰爪層
砂質泥岩との境界に対応しているが，同位置に断層は認められない。

西山層 灰爪層

砂岩

泥岩

・ 地表地質調査結果によると，逆谷断層が示されている位置に断層は認められず，リニアメントは岩相境界に対応していることから，リニアメントはその両側に分　
　布する岩石の岩質の差に起因した侵食地形と判断される。

a

b

逆谷断層の地形（リニアメント）の成因についての評価

逆谷断層周辺の地質図

逆谷断層周辺の地質断面図

A

A’

B

B’
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（　は確認地点）

凡　　　 例

ＬⅠ面堆積物

ＭⅡ面堆積物

ＭⅠ面堆積物

安田層上部層

安田層下部層

Ｈ面堆積物

大坪層(礫・砂・シルト)

脇野町層など(礫・砂・泥互層)

魚沼層(礫・砂・泥互層）

和南津層(砂岩)

灰爪層(砂質泥岩）

灰爪層(石灰質砂岩～砂岩）

西山層(塊状泥岩）

椎谷層(砂岩優勢砂岩・泥岩互層）

椎谷層(泥岩優勢砂岩・泥岩互層）

寺泊層(黒色泥岩）

背斜軸

向斜軸

断面線
1 1’

短線は低い側を，矢印の方向は横ずれの方向を示す。

Pk(SK020)テフラ

Zr(SK030)テフラ

Iz(SK100)テフラ

Sk110 テフラ

FuP テフラ

TsP テフラ

Az テフラ

Zn テフラ

Km テフラ

リニアメント

ランク
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凡　例

砂岩優勢砂岩・泥岩互層
泥岩優勢砂岩・泥岩互層
黒色泥岩

｝椎谷層

｝寺泊層

Loc. a
Loc. b

Loc. d

Loc. c

Loc. e

LD LD

中央油帯背斜

　並走する２条のリニアメントに挟まれる間は溝状の凹地となっており，凹地内には
寺泊層泥岩及び椎谷層泥岩優勢砂岩・泥岩互層が分布する。

露頭位置 層理面のみかけの傾斜

【リニアメント周辺の地質状況】

【椎谷層及び寺泊層の層相と構造】

NW← →SE NW← →SE

NW← →SEN← →S NW← →SE

LD

砂岩優勢砂岩・
泥岩互層（椎谷層）

泥岩優勢砂岩・
泥岩互層（椎谷層）

泥岩（寺泊層）

泥岩優勢砂岩・
泥岩互層（椎谷層）

Loc. a
　西側のリニアメントは，北西側の椎谷層砂岩優
勢砂岩・泥岩互層と南東側の同層泥岩優勢砂岩
・泥岩互層との境界に対応しており，両者の間に
断層は認められない。

Loc. b
　東側のリニアメントは，北西側の寺泊層泥岩と
南東側の椎谷層泥岩優勢砂岩・泥岩互層との境
界に対応しており，両者の間に断層は認められ
ない。

Loc. c（反転）
　リニアメント西側の椎谷層砂岩優勢砂岩・泥
岩互層。

Loc. d
　リニアメントに挟まれた間に分布する寺泊層泥
岩。

Loc. e（反転）
　リニアメント東側の椎谷層砂岩優勢砂岩・泥岩
互層。

c a b
ed

中央油帯背斜軸部のリニアメントの成因についての評価

中央油帯背斜軸部周辺の地質図

中央油帯背斜軸部周辺の地質断面図

・ 地表地質調査結果によると，中央油帯背斜軸部のリニアメントが示される位置に断層は認められず，リニアメントは岩相境界に対応していることから，リニアメン
　トはその両側に分布する岩石の岩質の差に起因した侵食地形と判断される。
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泥岩及び砂岩泥岩互層
含礫砂岩
砂質泥岩

｝魚沼層
｝和南津層
｝灰爪層

露頭位置

凡　例

砂岩
砂質泥岩
砂岩泥岩互層｝灰爪層

｝和南津層

露頭位置

鯖石川向斜

鯖石川向斜

層理面のみかけの傾斜

W← →E W← →E
LD

W← →E W← →E
LD

Loc. a

　リニアメントは西側の魚沼層礫岩と東側の同
層泥岩との境界に対応しており，礫岩が侵食
されて，ケスタ状の地形を呈する。

　リニアメントは西側の和南津層砂
岩と東側の灰爪層砂質泥岩との境
界に対応しており，和南津層が侵食
されて，ケスタ状の地形を呈する。

Loc. a（反転）

Loc. b（反転）

Loc. b

a

b

鯖石川向斜部のリニアメントの成因についての評価（１）

鯖石川向斜部のリニアメント周辺の地質図

鯖石川向斜部のリニアメント周辺の地質断面図

A

A’

B
B’

・ 地表地質調査結果によると，鯖石川向斜部のリニアメントが示される位置に　
　断層は認められず，リニアメントは岩相境界に対応していることから，リニアメ　
　ントはその両側に分布する岩石の岩質の差に起因した侵食地形と判断される。
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C - C’
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    0
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凡　例

砂岩
砂岩泥岩互層
砂岩
凝灰質泥岩

｝魚沼層

｝灰爪層
｝和南津層

凡　例

砂岩
砂質泥岩
凝灰質泥岩

LD

LD

100

標高(m)

100

200 200

300 300

400 400

標高(m)E - E’

0 500m

H:V=1:2.5

0 500m

H:V=1:2.5

0 500m

H:V=1:2.5

LD延長位置

Loc. c

Loc. d

Loc. e

凡　例

塊状泥岩　　｝西山層
凝灰角礫岩 ｝米山火山岩類

｝灰爪層

｝和南津層

露頭位置

露頭位置

露頭位置

層理面のみかけの傾斜

層理面のみかけの傾斜

W← →E

W← →E

NW← →SE

LD
砂岩

泥岩

Loc. c

Loc. d

Loc. d（反転）
　リニアメントは西側の和南津層砂岩と東側の灰爪層凝灰質泥岩との境界（写真の→）に対応し，ケスタ状の地形を呈する。

Loc. e（反転）
　リニアメントの延長位置は西側の西山層泥岩と東側の米山火山岩類との境界（
写真の→）に対応し，西山層泥岩が侵食されて，ケスタ状の地形を呈する。

　リニアメントは西側の魚沼層
泥岩と東側の同層砂岩との
境界に対応し，東側の砂岩が
侵食されて，ケスタ状の地形
を呈する。

W← →E

c
d

e

鯖石川向斜部のリニアメントの成因についての評価（２）

鯖石川向斜部のリニアメント周辺の地質図

鯖石川向斜部のリニアメント周辺の地質断面図

C

C’D
D

E

E’

・ 地表地質調査結果によると，鯖石川向斜部のリニアメントが示される位
　置に断層は認められず，リニアメントは岩相境界に対応していることか
　ら，リニアメントはその両側に分布する岩石の岩質の差に起因した侵食
　地形と判断される。
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NW← →SE

逆谷断層のリニアメントの成因（Loc. a）
　リニアメントの位置は，北西側の灰爪層砂質泥岩と南東側の灰爪層砂岩との
境界に対応しているが，同境界（写真の→）に断層は認められない。

砂岩

泥岩

NW← →SE

逆谷断層のリニアメントの成因（Loc. b）
　リニアメントの位置は，北西側の西山層塊状泥岩と南東側の灰爪層砂質泥岩との境界に対応しているが，同位置に断層は認められない。

西山層 灰爪層

NW← →SE
LD

砂岩優勢砂岩・
泥岩互層（椎谷層）

泥岩優勢砂岩・
泥岩互層（椎谷層）

中央油帯背斜軸部のリニアメントの成因（Loc. a）
　西側のリニアメントは，北西側の椎谷層砂岩優勢砂岩・泥岩互層と南東側の同層泥岩優勢砂
岩・泥岩互層との境界に対応しており，両者の間に断層は認められない。

NW← →SE

泥岩（寺泊層）

泥岩優勢砂岩・
泥岩互層（椎谷層）

中央油帯背斜軸部のリニアメントの成因（Loc. b）
　東側のリニアメントは，北西側の寺泊層泥岩と南東側の椎谷層泥岩優勢砂岩・泥岩互層との境
界に対応しており，両者の間に断層は認められない。

露頭写真の拡大写真 （１）
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NW← →SEN← →S

NW← →SE

中央油帯背斜軸部のリニアメント周辺の椎谷層及び寺泊層の層相と構造（Loc. c（反転））
　リニアメント西側の椎谷層砂岩優勢砂岩・泥岩互層。

中央油帯背斜軸部のリニアメント周辺の椎谷層及び寺泊層の層相と構造（Loc. d）
　リニアメントに挟まれた間に分布する寺泊層泥岩。

中央油帯背斜軸部のリニアメント周辺の椎谷層及び寺泊層の層相と構造（Loc. e（反転））
　リニアメント東側の椎谷層砂岩優勢砂岩・泥岩互層。

露頭写真の拡大写真 （２）
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W← →E W← →E
LD

Loc. a

　リニアメントは西側の魚沼層礫岩と東側の同層泥岩との境界に対応しており，礫岩が侵食
されて，ケスタ状の地形を呈する。

鯖石川向斜部のリニアメントの成因（Loc. a（反転）） 鯖石川向斜部のリニアメントの成因（Loc. a（反転））

W← →E

W← →E

LD

　リニアメントは西側の和南津層砂岩と東側
の灰爪層砂質泥岩との境界に対応しており
，和南津層が侵食されて，ケスタ状の地形
を呈する。

鯖石川向斜部のリニアメント（Loc. b（反転））

鯖石川向斜部のリニアメント（Loc. b（反転））

Loc. b

露頭写真の拡大写真 （３）
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W← →E W← →ENW← →SE

LD

砂岩

泥岩

鯖石川向斜部のリニアメントの成因（Loc. c）

Loc. d

鯖石川向斜部のリニアメントの成因（Loc. d（反転））
　リニアメントは西側の和南津層砂岩と東側の灰爪層凝灰質泥岩との境界（写真の→）に対応し，
ケスタ状の地形を呈する。

鯖石川向斜部のリニアメントの成因（Loc. e（反転））
　リニアメントの延長位置は西側の西山層泥岩と東側の米山火山岩類との境界（写真の→）に対応し，西山層泥岩が侵食されて，ケスタ状の地形を呈する。

　リニアメントは西側の魚沼層泥岩と東側の同層砂岩との境界に対応し，東側の砂岩
が侵食されて，ケスタ状の地形を呈する。

W← →E

露頭写真の拡大写真 （４）
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